
森林を守るために、今私たちが できること
～木を活かし、 森を育て、 未来へつなぐ自  然の循環～

　森林には木材の生産以外にもさまざまな機能があります。
　森林を守り育て、未来へ循環させていくことは、山を所有され
る方だけの課題ではありません。
　そこで今回、森林の持つ機能や役割をお伝えし、守り育ててい
くために皆さんが日々の生活で、できることを紹介します。

　
町
の
森
林
面
積
は
6
，1
0
6
ha
、
町
の

総
面
積
の
52
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
う
ち

4
，1
9
1
ha
は
自
然
の
力
で
形
成
さ
れ
た

天
然
林
と
呼
ば
れ
る
森
林
と
1
，7
0
2
ha

は
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
苗
木
を
人
の
手

で
植
林
し
て
育
て
て
き
た
人
工
林
と
呼
ば

れ
る
森
林
で
す
。

　
町
の
多
く
の
人
工
林
が
植
林
後
生
育
し
、
木
材
と
し
て
利
用
可
能
な
時

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
集
落
近
く
に
広
が
る
里
山
は
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
薪
の
利
用

等
が
減
少
し
、
人
の
手
が
入
ら
ず
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
箇
所
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　
人
工
林
は
「
植
林
」↓「
育
成
（
間
伐
な
ど
の
手
入
れ
）」↓「
成
長
し
た
木

の
伐
採
」
と
い
う
手
順
が
あ
り
、
人
の
手
で
手
入
れ
を
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

　
間
伐
な
ど
の
手
入
れ
を
行
わ
な
い
と
、
樹
木
が
密
集
し
て
森
林
の
な
か

に
日
光
が
差
し
込
ま
ず
、
下
草
が
生
え
な
い
こ
と
で
土
壌
が
失
わ
れ
、
土

砂
崩
れ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
適
切
な
伐
採
が
行
わ
れ
な
い
と
、

新
し
い
木
が
植
え
ら
れ
ず
、
高
齢
の
木
々
ば
か
り
と
な
り
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
量
が
低
下
し
ま
す
。

　
よ
く
、「
森
林
破
壊
の
防
止
の
た
め
に
木
は
切
っ
て
は
い
け
な
い
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
人
工
林
は
違
い
ま
す
。
左
の
図
の
よ
う

に
、
計
画
的
に
伐
採
し
、
切
っ
た
木
を
無
駄
な
く
利
用
し
て
、
ま
た
新
し

い
木
を
植
え
る
と
い
う
森
林
の
循
環
が
必
要
で
す
。

●
地
球
環
境
保
全

【
二
酸
化
炭
素
吸
収
】

　
森
林
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、
炭
素
を
固
定
し
て
地
球
温
暖
化
防
止

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
森
林
が
吸
収
す
る
二
酸
化

炭
素
は
年
間
約
1
億
ト
ン
で
、
国
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
8
％
、
全
自

家
用
乗
用
車
の
排
出
す
る
量
の
70
％
に
相
当
し
ま
す
。

【
化
石
燃
料
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
】

　
住
宅
1
棟
を
建
設
す
る
と
き
に
使
用
す
る
材
料
の
製
造
に
必
要
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
か
ら
計
算
す
る
と
、
放
出
さ
れ
る
炭
素
量
は
木
造
住
宅
の
場

合
、
鉄
骨
プ
レ
ハ
ブ
造
の
3
分
の
1
、
R
C
造
住
宅
の
4
分
の
1
と
な
り

ま
す
。
ま
た
木
材
を
使
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
（
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
、
薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど
）
は
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
に
影
響
を

与
え
な
い
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
な
特
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。

●
水
源
涵
養
機
能

　
森
林
の
土
壌
は
雨
水
を
貯
め
込
み
、
河
川
へ
流
れ
込
む
水
の
量
を
抑
え

洪
水
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
川
の
流
量
を
安
定
さ
せ
る
機
能
を
持
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
雨
水
が
森
林
の
土
壌
を
通
過
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
質

が
浄
化
さ
れ
ま
す
。

　
森
林
は
他
に
も
土
砂
災
害
防
止
機
能
、
土
壌
保
全
機
能
、
生
物
多
様
性

保
全
、
文
化
機
能
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
ま

と
め
て
「
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
」
と
言
い
ま
す
。

人
工
林
は
循
環
が
必
要

町
の
森
林
の
状
況

森
林
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
・
役
割

　
こ
の
ま
ま
地
球
温
暖
化
が
進
行
す
る
と
2
1
0
0
年
に
は
平
均
気
温
が

最
大
4
・
8
度
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
気
温
の
上
昇
に
よ
り

熱
中
症
で
の
死
亡
者
数
の
増
加
や
異
常
気
象
の
増
加
、
農
作
物
の
収
穫
量

の
減
少
に
よ
る
食
料
危
機
、
積
雪
の
減
少
に
よ
る
水
不
足
な
ど
が
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
平
成
27
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で

採
択
さ
れ
た
S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
お
い
て
「
目
標
13

気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
」
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
S
D
G
s
は
す

べ
て
の
国
の
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
の
共
通
目
標
で
あ
り
、
行
動
指
針
で

す
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

森
林
を
守
る
た
め
に
、
今
私
達
は
な
に
が
で
き
る
で
し
ょ

う
か
。
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

次
世
代
が
暮
ら
す
地
球
環
境
を
考
え
る

森林の有する多面的機能のイメージ

す
い
げ
ん

き
の
う

よ
う

か
ん

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

森林の循環のイメージ

森林の多面的機能の発揮

CO2の吸収能力の維持向上

山村の活性化

間伐材を有効利用

間伐を継続的に行う

間伐

植林

二度目の
間伐

主伐

下刈り

収穫する

育てる

植
え
る

適材適所で使う

◎公共建築物

◎住宅・一般建築物

◎木製品

◎間伐材を使った
　紙製品

◎木質バイオマス

加工→家庭や
オフィス、地域へ!

カートカン印刷用紙

広がる木材の利用！＝

炭素の固定

安らぎを
与える

土砂の流出を
防ぐ

水を安定して
供給する

野生動物の
生息・生育の場

キノコ・山菜などの
林産物を供給川や海の

生き物を育む

雨水を土壌に蓄え
河川の急な増水を防ぐ

二酸化炭素を吸収し
酸素を供給する水を育む

土砂崩れを
防ぐ

木材を
供給する

ま
き
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森林を守るために、今私たちが できること
～木を活かし、 森を育て、 未来へつなぐ自  然の循環～

　森林には木材の生産以外にもさまざまな機能があります。
　森林を守り育て、未来へ循環させていくことは、山を所有され
る方だけの課題ではありません。
　そこで今回、森林の持つ機能や役割をお伝えし、守り育ててい
くために皆さんが日々の生活で、できることを紹介します。

　
町
の
森
林
面
積
は
6
，1
0
6
ha
、
町
の

総
面
積
の
52
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
う
ち

4
，1
9
1
ha
は
自
然
の
力
で
形
成
さ
れ
た

天
然
林
と
呼
ば
れ
る
森
林
と
1
，7
0
2
ha

は
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
苗
木
を
人
の
手

で
植
林
し
て
育
て
て
き
た
人
工
林
と
呼
ば

れ
る
森
林
で
す
。

　
町
の
多
く
の
人
工
林
が
植
林
後
生
育
し
、
木
材
と
し
て
利
用
可
能
な
時

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
集
落
近
く
に
広
が
る
里
山
は
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
薪
の
利
用

等
が
減
少
し
、
人
の
手
が
入
ら
ず
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
箇
所
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　
人
工
林
は
「
植
林
」↓「
育
成
（
間
伐
な
ど
の
手
入
れ
）」↓「
成
長
し
た
木

の
伐
採
」
と
い
う
手
順
が
あ
り
、
人
の
手
で
手
入
れ
を
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

　
間
伐
な
ど
の
手
入
れ
を
行
わ
な
い
と
、
樹
木
が
密
集
し
て
森
林
の
な
か

に
日
光
が
差
し
込
ま
ず
、
下
草
が
生
え
な
い
こ
と
で
土
壌
が
失
わ
れ
、
土

砂
崩
れ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
適
切
な
伐
採
が
行
わ
れ
な
い
と
、

新
し
い
木
が
植
え
ら
れ
ず
、
高
齢
の
木
々
ば
か
り
と
な
り
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
量
が
低
下
し
ま
す
。

　
よ
く
、「
森
林
破
壊
の
防
止
の
た
め
に
木
は
切
っ
て
は
い
け
な
い
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
人
工
林
は
違
い
ま
す
。
左
の
図
の
よ
う

に
、
計
画
的
に
伐
採
し
、
切
っ
た
木
を
無
駄
な
く
利
用
し
て
、
ま
た
新
し

い
木
を
植
え
る
と
い
う
森
林
の
循
環
が
必
要
で
す
。

●
地
球
環
境
保
全

【
二
酸
化
炭
素
吸
収
】

　
森
林
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、
炭
素
を
固
定
し
て
地
球
温
暖
化
防
止

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
森
林
が
吸
収
す
る
二
酸
化

炭
素
は
年
間
約
1
億
ト
ン
で
、
国
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
8
％
、
全
自

家
用
乗
用
車
の
排
出
す
る
量
の
70
％
に
相
当
し
ま
す
。

【
化
石
燃
料
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
】

　
住
宅
1
棟
を
建
設
す
る
と
き
に
使
用
す
る
材
料
の
製
造
に
必
要
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
か
ら
計
算
す
る
と
、
放
出
さ
れ
る
炭
素
量
は
木
造
住
宅
の
場

合
、
鉄
骨
プ
レ
ハ
ブ
造
の
3
分
の
1
、
R
C
造
住
宅
の
4
分
の
1
と
な
り

ま
す
。
ま
た
木
材
を
使
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
（
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
、
薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど
）
は
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
に
影
響
を

与
え
な
い
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
な
特
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。

●
水
源
涵
養
機
能

　
森
林
の
土
壌
は
雨
水
を
貯
め
込
み
、
河
川
へ
流
れ
込
む
水
の
量
を
抑
え

洪
水
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
川
の
流
量
を
安
定
さ
せ
る
機
能
を
持
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
雨
水
が
森
林
の
土
壌
を
通
過
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
質

が
浄
化
さ
れ
ま
す
。

　
森
林
は
他
に
も
土
砂
災
害
防
止
機
能
、
土
壌
保
全
機
能
、
生
物
多
様
性

保
全
、
文
化
機
能
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
ま

と
め
て
「
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
」
と
言
い
ま
す
。

人
工
林
は
循
環
が
必
要

町
の
森
林
の
状
況

森
林
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
・
役
割

　
こ
の
ま
ま
地
球
温
暖
化
が
進
行
す
る
と
2
1
0
0
年
に
は
平
均
気
温
が

最
大
4
・
8
度
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
気
温
の
上
昇
に
よ
り

熱
中
症
で
の
死
亡
者
数
の
増
加
や
異
常
気
象
の
増
加
、
農
作
物
の
収
穫
量

の
減
少
に
よ
る
食
料
危
機
、
積
雪
の
減
少
に
よ
る
水
不
足
な
ど
が
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
平
成
27
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で

採
択
さ
れ
た
S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
お
い
て
「
目
標
13

気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
」
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
S
D
G
s
は
す

べ
て
の
国
の
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
の
共
通
目
標
で
あ
り
、
行
動
指
針
で

す
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

森
林
を
守
る
た
め
に
、
今
私
達
は
な
に
が
で
き
る
で
し
ょ

う
か
。
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

次
世
代
が
暮
ら
す
地
球
環
境
を
考
え
る

森林の有する多面的機能のイメージ

す
い
げ
ん

き
の
う

よ
う

か
ん

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

森林の循環のイメージ

森林の多面的機能の発揮

CO2の吸収能力の維持向上

山村の活性化

間伐材を有効利用

間伐を継続的に行う

間伐

植林

二度目の
間伐

主伐

下刈り

収穫する

育てる

植
え
る

適材適所で使う

◎公共建築物

◎住宅・一般建築物

◎木製品

◎間伐材を使った
　紙製品

◎木質バイオマス

加工→家庭や
オフィス、地域へ!

カートカン印刷用紙

広がる木材の利用！＝

炭素の固定

安らぎを
与える

土砂の流出を
防ぐ

水を安定して
供給する

野生動物の
生息・生育の場

キノコ・山菜などの
林産物を供給川や海の

生き物を育む

雨水を土壌に蓄え
河川の急な増水を防ぐ

二酸化炭素を吸収し
酸素を供給する水を育む

土砂崩れを
防ぐ

木材を
供給する

ま
き
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●
森
林
管
理
認
証
の
取
得

　
国
際
的
な
基
準
を
も
と
に
適
切
な
森
林
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
証

す
る
森
林
認
証
を
平
成
29
年
に
取
得
し
ま
し
た
。
組
合
で
生
産
さ
れ
た
木
材
は

環
境
、
経
済
、
社
会
の
側
面
に
お
い
て
適
切
に
管
理
さ
れ
た
木
材
（
認
証
材
）
と

し
て
流
通
し
て
い
ま
す
。

●
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
り
組
み

　
森
林
経
営
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
る
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
量
を
「
ク
レ

ジ
ッ
ト
」
と
し
て
国
が
認
証
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に
取
り

組
む
企
業
に
売
却
で
き
る
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
へ
の
取
り
組
み
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
組
合
と

し
て
も
危
機
感
と
取
り
組
み
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
食
べ
物
の
地
産
地
消
と
同
様
に
環
境
面
で
も
町
内
の
工
業
団
地
な
ど
の
企
業

に
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
地
産
地
消
を
進
め
、

地
域
へ
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
森
林
を
知
る
・
学
ぶ

・
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
森
林
に
つ
い
て
調
べ
る

　
　
国
の
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
職
員
が
製
作
さ
れ
た
森
林
・
林
業
に
つ

い
て
の
漫
画
「
お
山
ん
画
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
森
林
に
関
わ
る
映
画
や
テ
レ
ビ
番
組
を
見
る

●
森
林
や
木
に
触
れ
る

・
キ
ャ
ン
プ
に
行
き
、
森
で
遊
ぶ

　
　
グ
リ
ム
冒
険
の
森
で
は
キ
ャ
ン
プ
以
外
に
も
木
工
体
験
や
森
の
中
を
歩
く

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
木
や
自
然
に
触
れ
る
体
験
が
で
き
ま
す

・
植
樹
活
動
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
緑
の
少
年
団
に
参
加
す
る

　
　
南
比
都
佐
地
区
で
は
今
年

度
、
公
民
館
が
中
心
と
な

り
緑
の
少
年
団
を
設
立
し
、

子
ど
も
達
の
森
林
学
習
や

木
工
体
験
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

・
登
山
な
ど
に
挑
戦
し
て
み
る

●
森
の
恵
み
を
取
り
入
れ
る

・
国
産
の
木
材
で
で
き
た
食
器
や
お
も
ち
ゃ
、
家
具
を
使
う

・
薪
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
使
う

・
地
域
の
木
材
を
使
用
し
た
紙
を
使
う

　
　
役
場
で
は
、
日
野
町
な
ど
の
湖
東
地
域
の
山
で
伐
採
さ
れ
た
間
伐
材
を
使

用
し
た
k
i
k
i
t
o
の
「
び
わ
湖
の
森
の
木
に
な
る
紙
」
を
コ
ピ
ー
用
紙

と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

・
県
産
材
を
活
用
し
た
家
を
建
て
る

　
滋
賀
県
で
は
県
産
材
の
利
用
促
進
を
目
的
に
、
住
宅
新
築
時
や
耐
震
改

修
を
行
う
際
に
、
一
定
量
以
上
の
「
び
わ
湖
材
（
産
地
証
明
さ
れ
た
県
産

材
）」
の
活
用
に
対
し
補
助
が
あ
り
ま
す
。

●
木
の
香
る
淡
海
の
家
推
進
事
業

【
補
助
額
】

　
①
一
戸
建
て
住
宅
の
新
築
（
40
万
円
ま
た
は
30
万
円
/
戸
）

　
②
既
存
住
宅
の
木
質
化
改
修
3
，0
0
0
円
/
㎥
（
上
限
20
万
円
）

　
③
木
塀
の
設
置
5
，0
0
0
円
/
㎥
（
上
限
30
万
円
）

※
県
内
で
建
設
業
を
営
む
大
工
さ
ん
や
工
務
店
が
申
請
を
行
う
補
助
金
で

す
。
詳
細
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
県
産
木
材
活
用
推
進
協
議
会
　
☎
0
7
7－

5
7
4－

7
6
0
0

森林を守る方々の活動を紹介します 森林を守るためのアクション
～まずは知ることから始めよう～

綿向生産森林組合

　綿向生産森林組合は、山を育て木材を
生産することを目的に、日野、西大路、
鎌掛地先の財産区が集まって昭和39年
に設立された組合です。綿向山や鎌掛谷
ほんしゃくなげ群落も組合が所有する山
林です。
　木材の生産に限らず環境を意識した取
り組みをされています。

西村聡参事（猫田 写真左）　嶋村寿雄組合長（北畑 写真右）
にし むらさとし しま むら とし お

●
学
校
林
の
整
備
や
森
林
学
習

　
地
域
の
方
々
と
共
に
桜
谷
小
学
校
の
学
校
林
の

整
備
に
協
力
し
、
子
ど
も
達
の
学
び
の
た
め
の

フ
ィ
ー
ル
ド
作
り
や
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
学
校
林
に
あ
る
資
源
を
活
用
し

て
、
し
い
た
け
栽
培
や
鳥
の
巣
箱
作
り
な
ど
子
ど

も
達
の
山
に
関
す
る
体
験
学
習
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

●
第
72
回
全
国
植
樹
祭
の
協
力

　
令
和
4
年
の
春
に
滋
賀
県
で
全
国
植
樹
祭
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
植
樹
会
場
で
使
用
す
る
苗
木
を
育

て
る
「
苗
木
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
」
の
取
り
組
み
に

参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
植
樹
祭
の
関
連
事
業
で
、

全
国
の
林
業
関
係
者
を
対
象
に
行
わ
れ
る
第
50
回

全
国
林
業
後
継
者
大
会
に
も
協
力
し
ま
す
。

日野町林業研究グループ

　日野町林業研究グループは山と触れ合
い、山について学ぶことを目的に活動さ
れている団体です。会員は山林所有者以
外にも山に関心のある方も参加されてい
ます。
　地域の方々や子ども達と関わりながら
山や林産物に関わるさまざまな取り組み
をされています。

桜谷小学校での鳥の巣箱づくりの様子

全
国
植
樹
祭
っ
て
？

　
森
林
・
緑
に
対
す
る

国
民
の
理
解
を
深
め
る

た
め
に
、
毎
年
春
に
開

催
さ
れ
て
い
る
国
土
緑

化
運
動
の
中
心
的
行
事

で
す
。
天
皇
皇
后
両
陛

下
の
ご
臨
席
を
賜
る
と

と
も
に
、
県
内
外
か
ら

多
く
の
参
加
者
を
迎

え
、
式
典
行
事
や
記
念

植
樹
が
行
わ
れ
ま
す
。

令
和
4
年
は
6
月
5
日

（
日
）に
滋
賀
県
で
開
催

さ
れ
、
甲
賀
市
の「
鹿

深
夢
の
森
」が
式
典
会

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か

ふ
か

も
り

ゆ
め

お
や
ま
ん

が

ま
き

キ

キ

ト
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●
森
林
管
理
認
証
の
取
得

　
国
際
的
な
基
準
を
も
と
に
適
切
な
森
林
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
証

す
る
森
林
認
証
を
平
成
29
年
に
取
得
し
ま
し
た
。
組
合
で
生
産
さ
れ
た
木
材
は

環
境
、
経
済
、
社
会
の
側
面
に
お
い
て
適
切
に
管
理
さ
れ
た
木
材
（
認
証
材
）
と

し
て
流
通
し
て
い
ま
す
。

●
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
り
組
み

　
森
林
経
営
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
る
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
量
を
「
ク
レ

ジ
ッ
ト
」
と
し
て
国
が
認
証
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に
取
り

組
む
企
業
に
売
却
で
き
る
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
へ
の
取
り
組
み
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
組
合
と

し
て
も
危
機
感
と
取
り
組
み
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
食
べ
物
の
地
産
地
消
と
同
様
に
環
境
面
で
も
町
内
の
工
業
団
地
な
ど
の
企
業

に
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
地
産
地
消
を
進
め
、

地
域
へ
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
森
林
を
知
る
・
学
ぶ

・
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
森
林
に
つ
い
て
調
べ
る

　
　
国
の
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
職
員
が
製
作
さ
れ
た
森
林
・
林
業
に
つ

い
て
の
漫
画
「
お
山
ん
画
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
森
林
に
関
わ
る
映
画
や
テ
レ
ビ
番
組
を
見
る

●
森
林
や
木
に
触
れ
る

・
キ
ャ
ン
プ
に
行
き
、
森
で
遊
ぶ

　
　
グ
リ
ム
冒
険
の
森
で
は
キ
ャ
ン
プ
以
外
に
も
木
工
体
験
や
森
の
中
を
歩
く

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
木
や
自
然
に
触
れ
る
体
験
が
で
き
ま
す

・
植
樹
活
動
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
緑
の
少
年
団
に
参
加
す
る

　
　
南
比
都
佐
地
区
で
は
今
年

度
、
公
民
館
が
中
心
と
な

り
緑
の
少
年
団
を
設
立
し
、

子
ど
も
達
の
森
林
学
習
や

木
工
体
験
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

・
登
山
な
ど
に
挑
戦
し
て
み
る

●
森
の
恵
み
を
取
り
入
れ
る

・
国
産
の
木
材
で
で
き
た
食
器
や
お
も
ち
ゃ
、
家
具
を
使
う

・
薪
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
使
う

・
地
域
の
木
材
を
使
用
し
た
紙
を
使
う

　
　
役
場
で
は
、
日
野
町
な
ど
の
湖
東
地
域
の
山
で
伐
採
さ
れ
た
間
伐
材
を
使

用
し
た
k
i
k
i
t
o
の
「
び
わ
湖
の
森
の
木
に
な
る
紙
」
を
コ
ピ
ー
用
紙

と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

・
県
産
材
を
活
用
し
た
家
を
建
て
る

　
滋
賀
県
で
は
県
産
材
の
利
用
促
進
を
目
的
に
、
住
宅
新
築
時
や
耐
震
改

修
を
行
う
際
に
、
一
定
量
以
上
の
「
び
わ
湖
材
（
産
地
証
明
さ
れ
た
県
産

材
）」
の
活
用
に
対
し
補
助
が
あ
り
ま
す
。

●
木
の
香
る
淡
海
の
家
推
進
事
業

【
補
助
額
】

　
①
一
戸
建
て
住
宅
の
新
築
（
40
万
円
ま
た
は
30
万
円
/
戸
）

　
②
既
存
住
宅
の
木
質
化
改
修
3
，0
0
0
円
/
㎥
（
上
限
20
万
円
）

　
③
木
塀
の
設
置
5
，0
0
0
円
/
㎥
（
上
限
30
万
円
）

※
県
内
で
建
設
業
を
営
む
大
工
さ
ん
や
工
務
店
が
申
請
を
行
う
補
助
金
で

す
。
詳
細
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
県
産
木
材
活
用
推
進
協
議
会
　
☎
0
7
7－

5
7
4－

7
6
0
0

森林を守る方々の活動を紹介します 森林を守るためのアクション
～まずは知ることから始めよう～

綿向生産森林組合

　綿向生産森林組合は、山を育て木材を
生産することを目的に、日野、西大路、
鎌掛地先の財産区が集まって昭和39年
に設立された組合です。綿向山や鎌掛谷
ほんしゃくなげ群落も組合が所有する山
林です。
　木材の生産に限らず環境を意識した取
り組みをされています。

西村聡参事（猫田 写真左）　嶋村寿雄組合長（北畑 写真右）
にし むらさとし しま むら とし お

●
学
校
林
の
整
備
や
森
林
学
習

　
地
域
の
方
々
と
共
に
桜
谷
小
学
校
の
学
校
林
の

整
備
に
協
力
し
、
子
ど
も
達
の
学
び
の
た
め
の

フ
ィ
ー
ル
ド
作
り
や
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
学
校
林
に
あ
る
資
源
を
活
用
し

て
、
し
い
た
け
栽
培
や
鳥
の
巣
箱
作
り
な
ど
子
ど

も
達
の
山
に
関
す
る
体
験
学
習
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

●
第
72
回
全
国
植
樹
祭
の
協
力

　
令
和
4
年
の
春
に
滋
賀
県
で
全
国
植
樹
祭
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
植
樹
会
場
で
使
用
す
る
苗
木
を
育

て
る
「
苗
木
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
」
の
取
り
組
み
に

参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
植
樹
祭
の
関
連
事
業
で
、

全
国
の
林
業
関
係
者
を
対
象
に
行
わ
れ
る
第
50
回

全
国
林
業
後
継
者
大
会
に
も
協
力
し
ま
す
。

日野町林業研究グループ

　日野町林業研究グループは山と触れ合
い、山について学ぶことを目的に活動さ
れている団体です。会員は山林所有者以
外にも山に関心のある方も参加されてい
ます。
　地域の方々や子ども達と関わりながら
山や林産物に関わるさまざまな取り組み
をされています。

桜谷小学校での鳥の巣箱づくりの様子

全
国
植
樹
祭
っ
て
？

　
森
林
・
緑
に
対
す
る

国
民
の
理
解
を
深
め
る

た
め
に
、
毎
年
春
に
開

催
さ
れ
て
い
る
国
土
緑

化
運
動
の
中
心
的
行
事

で
す
。
天
皇
皇
后
両
陛

下
の
ご
臨
席
を
賜
る
と

と
も
に
、
県
内
外
か
ら

多
く
の
参
加
者
を
迎

え
、
式
典
行
事
や
記
念

植
樹
が
行
わ
れ
ま
す
。

令
和
4
年
は
6
月
5
日

（
日
）に
滋
賀
県
で
開
催

さ
れ
、
甲
賀
市
の「
鹿

深
夢
の
森
」が
式
典
会

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か

ふ
か

も
り

ゆ
め

お
や
ま
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が

ま
き
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